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　 6)会 津医療圏における会津中央病院歯科口腔
　　　外科の位置付 け
　　○宮島　　久,重本　心平,竹内　聡史,吉開　義弘
　　　　　　　　　　　 (会津中央病院歯科口腔外科)
　会津中央病院歯科口腔外科 は,会津医療圏の口
腔外科的疾患に対する歯科医療の一端を担ってい
るが,高 齢化の進む地方都市 において総合病院歯
科の担 う役割は多岐に渡 り,様相が変わってきた。
口腔外科的疾患に加 え,有病者歯科,訪 問診療の
後方支援,他 科入院患者に対する口腔ケアの介入
を始め,NSTへの参入,摂 食嚥下 リハなどが推
進 されている。これらの実情 を把握する目的に検
討 を行った。
【調査対象および方法】平成26年4月～平成27
年3月 までの1年 間に,当 科 を受診 した初診,入
院 した症例,中 央手術室で手術 を行った症例 につ
いて検討 した。個別の処置などにつ いて は平成
27年4月のレセプ ト内容について検討 した。
【結　果】現在で も,口腔外科的疾患を主 とした
診療科であることには変わ りがなかったが,有 病
者 と高齢者が増加 していた。また,障 がい者歯科
も増 えていた。他科入院の口腔ケアや摂食嚥下 リ
ハ介入も急速に進んでいた。問題点は,施 設規模,
マンパ ワー不足,医 科歯科連携,歯 科診療所 との
連携である。
　当科 としては,マ ンパ ワー解消 目的に従来の人
数枠 を拡大 し,ユニ ットの増設や医科系の各種委
員会への積極的な参入などの医科歯科連携を図っ
ている。地域歯科医師会 との連携 も強化 し,逆紹
介を推進 している。そのための口腔 ケアや摂食嚥
下 リハの実技研修の受入れや,開 放型病院機能 を
推進 している。
　地域歯科医師会 と病院 とで協議 した結果,平 成
27年9月に会津中央病院歯科口腔医療 センター
(仮称)を 立ち上げることとした。ユニッ トの増
設。障害者歯科専用の診療室を設置し,専用ユニッ
トを導入。登録医制度を活用 し,施設の開放 を図
る。重点診療内容は,口 腔外科疾患が主であるが,
歯科麻酔科や関連医科 との連携で安全な有病者治
療 を可能 とし,口腔ケアチームも別に構成,摂 食
嚥下 リハ も重点化す る。
　 当科 と地域歯科医師会の基本 コンセプ トは,会
津医療圏で,す べての歯科疾患に対応 し,遠方ま
で行かなくて も良い地域完結型の医療 を病診連携
を通し形成 していくことである。
